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２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
夏
祭
り
納
涼
大

会
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
ブ
リ
の
つ
か
み

取
り
な
ど
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
１
～
２



２
年
ぶ
り
の
夏
祭
り

2011 SUMMER FESTIVAL in NAGASHIMA

①

②

③

④

⑤

　
「
７
月
30
日
と
31
日
の
２
日
間

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ

な
が
し
ま
」
が
、
あ
づ
ま
海
水
浴

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
過
去
最
悪
と
な
っ
た

赤
潮
被
害
と
口
蹄
疫
の
影
響
で
中

止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
と
な
っ
た

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
30
日

に
夏
祭
り
納
涼
大
会
、
31
日
に
ブ

リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
と
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
両
日
と

も
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

夏
祭
り
納
涼
大
会
で
は
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
種
子
島

で
活
躍
す
る
「
離
島
戦
隊
タ
ネ
ガ

シ
マ
ン
」
の
シ
ョ
ー
や
カ
リ
ブ
海

最
南
端
の
島
国
・
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
で
発
明
さ
れ

た
ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム
を
使
っ
た

「
Ｒ
＆
Ｒ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
生

演
奏
が
あ
り
、
観
客
席
か
ら
た
く

さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
、

台
湾
出
身
の
翠す
い
め
い明
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や

液
晶
テ
レ
ビ
が
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
会
場
の
雰
囲

気
が
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
最

後
は
、
大
輪
の
花
火
が
打
ち
上
げ
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⑥

⑦

⑧

⑨

①生演奏で魅了したスチールバンド

②「離島戦隊タネガシマン」に登場した、長島町のゆるキャラ

　「はなちゃん」

③台湾出身の歌手、翠
すいめい

明さんのオンステージ

④１等の 32 型液晶テレビなどが当たるお楽しみ抽選会

⑤たくさんの観客が集まったあづま海水浴場

⑥約 1,000 発があがった花火大会

⑦鹿児島ブランドの鰤
ぶりおう

王を使ったブリのつかみ取り大会

⑧ブリと格闘し、やっとつかみあげた参加者

⑨ 94 チームが参加し熱戦を繰り広げたビーチバレー大会

ら
れ
真
夏
の
夜
空
を
色
鮮
や
か
に

照
ら
し
ま
し
た
。

　

ブ
リ
の
つ
か
み
取
り
大
会
で

は
、
町
内
外
の
参
加
者
約
２
０
０

人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。
見
物
客

か
ら
盛
ん
な
声
援
が
か
け
ら
れ
る

中
、
参
加
者
ら
は
４
㎏
を
超
え
る

大
物
を
捕
ま
え
よ
う
と
必
死
。
捕

ま
え
て
も
大
暴
れ
す
る
な
ど
四
苦

八
苦
の
様
子
で
し
た
。

　

同
会
場
内
の
砂
浜
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大

会
は
94
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
選
手
ら
は
強
い
日
差
し
の
中

８
つ
の
コ
ー
ト
で
試
合
を
行
い
、

大
粒
の
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

砂
浜
の
コ
ー
ト
と
も
あ
っ
て
、
足

を
と
ら
れ
な
が
ら
猛
ア
タ
ッ
ク
に

ナ
イ
ス
レ
シ
ー
ブ
な
ど
珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。
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本
番
一
本

真
剣
な
ま
な
ざ
し

平
成
23
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

【
総
合
の
部
】

優
勝　

城
川
内
分
団

２
位　

諸
浦
分
団

３
位　

浦
底
分
団

ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　

諸
浦
分
団

２
位　

城
川
内
分
団

３
位　

浦
底
分
団

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　

中
央
分
団
宮
ノ
浦
班

２
位　

中
央
分
団
鷹
巣
班

３
位　

浦
底
分
団
福
ノ
浦
班

　

火
災
現
場
を
想
定
し
、
消
防
ポ

ン
プ
の
操
作
技
術
を
競
い
合
う

「
平
成
23
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
」
が
７
月
３
日
、
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
東
事
業
所

馬
鈴
薯
選
果
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
の
11
分
団
か
ら

ポ
ン
プ
車
の
部
に
11
チ
ー
ム
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
19
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。
昨
年
は
赤
潮
の
被

害
で
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ど
の
分
団

も
、
５
月
か
ら
連
日
訓
練
を
重

ね
、
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
と
機
敏
な
動
作
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
集
大
成
と

い
え
る
こ
の
日
、
選
手
と
な
っ
た

消
防
団
員
ら
は
実
力
を
発
揮
し
、

終
了
後
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た

家
族
ら
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

① ポ ン プ 車 操 法 で 3 番
員 と 4 番 員 の 息 が 合 っ
た吸管延長
②「 集 ま れ 」 の 合 図 で
横 一 直 線 に 並 ん だ ポ ン
プ車操法の選手
③ 小 型 ポ ン プ 操 法 で 指
揮 者 と 1 番 員 が 交 代 す
る筒先員交代
④ 選 手 宣 誓 を す る 城 川
内分団の酒井良則さん
⑤ 総 合 優 勝 で 連 覇 を 成
し遂げた城川内分団

①
②

③

④⑤小
型
ポ
ン
プ
の
部

指
揮
者　

梅
川　

俊
春　

（
獅
子
島
分
団
湯
ノ
口
班
）

１
番
員　

小
川　

智
弘　

（
指
江
分
団
川
内
班
）

２
番
員　

岡　
　

輝
朗

（
浦
底
分
団
福
ノ
浦
班
）

３
番
員　

岩
下　

幸
裕

（
中
央
分
団
宮
ノ
浦
班
）

【
個
人
賞
】

ポ
ン
プ
車
の
部

指
揮
者　

飯
田　

重
一
（
諸
浦
分
団
）

１
番
員　

橋
元　

幸
平
（
諸
浦
分
団
）

２
番
員　

白
石　

隆
浩
（
諸
浦
分
団
）

３
番
員　

片
下　

賢
吾
（
川
床
分
団
）

４
番
員　

竹
山　

隆
二
（
城
川
内
分
団
）
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浄化槽の
法定検査を受けましょう

よりよい水環境を守るために…

浄化槽管理者には、浄化槽の使用にあたり
保守点検、清掃、法定検査の 3 つの義務

　

浄
化
槽
法
で
は
、
適
正
な
使

用
、
保
守
点
検
、
清
掃
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
、
き
れ
い
な
水

が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
法
定
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

検
査
は
、
知
事
が
指
定
し
た
検

査
機
関
の
公
益
財
団
法
人
鹿
児
島

県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
が
事
前
に

お
知
ら
せ
の
封
書
を
送
り
ま
す
。

そ
の
後
、
改
め
て
ハ
ガ
キ
で
通
知

す
る
検
査
日
に
検
査
員
が
訪
問

し
、
そ
こ
で
現
場
で
の
検
査
と
浄

化
槽
の
放
流
水
を
持
ち
帰
っ
て
水

質
検
査
を
行
い
ま
す
。（
契
約
し

て
い
る
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保

守
点
検
と
は
別
も
の
で
す
。）

　

つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
法
定
検
査
を

受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

内　容 人間でいえば… 自動車でいえば…

保守点検

機器の点検・調整・害

虫の駆除や消毒薬の補

充などを行います。

（毎月１回の点検）

日常の健康管理 日常点検や修理

法定検査

設置工事や保守点検を

含めた維持管理が適正

になされているかを確

認し、水質検査や外観

検査、書類検査を行い

ます。

（年１回の検査）

定期健康診断 車　検

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査（５～ 10 人槽） 4,000 円 6,000 円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人

　

鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
３
１
８
５

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

衛
生
・
環
境
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
６
８
５

　

長
島
町
役
場
水
道
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
1

↑法定検査を行う環境検査センターの検査員

5 広 報 な が し ま



i n f o r m a t i o n

月　日 曜日 受付時間 会　場 対　象　地　区

8 月 23 日 火

8:00 ～ 9:00

平尾小学校体育館 母良木、平尾中南、藤之元、萩之牟礼、犬鹿倉、浜漉

8 月 24 日 水 汐見小学校体育館 潟、汐見、広野、馬込

8 月 25 日 木 田尻小学校体育館 田尻、火ノ浦

8 月 26 日 金 山門野コミュニティセンター 山門野下、山門野中、山門野上

9 月 5 日 月 川床コミュニティセンター 加世堂、川床下、川床中、川床上、小坂

9 月 6 日 火 川床コミュニティセンター 杉ノ段、梅ノ木山、牧、市来崎、脇崎、塩追

9 月 7 日 水 保健福祉センター（鷹巣） 赤崎、山寺、上揚、野中、菅牟田

9 月 8 日 木 保健福祉センター（鷹巣） 山中、本町、西、矢堂

9 月 9 日 金 保健福祉センター（鷹巣） 宮ノ浦、三船、桂代、薄井

9 月 12 日 月 伊唐アイランドセンター 伊唐

9 月 13 日 火 諸浦コミュニティセンター 白瀬、本浦、葛輪

9 月 14 日 水 幣串漁村センター 幣串、湯ノ口

9 月 15 日 木 御所ノ浦高齢者コミュニティセンター 御所ノ浦

9 月 16 日 金 獅子島アイランドセンター 片側

10 月 3 日 月 浦底公民館 浦底、福ノ浦

10 月 4 日 火 茅屋漁村センター 茅屋、北方崎

10 月 5 日 水 蔵之元公民館 蔵之元、小浜

10 月 6 日 木 長島町文化ホール 指江、川内

10 月 7 日 金 長島町文化ホール 城川内、唐隈

11 月 1 日 火 保健福祉センター（鷹巣） 予備日

※天候等の都合により日程は変更することがあります。
※対象地区が決まっていますが、受診者の都合の良い日時、　会場で受診できます。
※健診前に受診票を個人宛に配布します。

特定健診と胃がん検診を実施します

受けて生かそう特定健診・特定保健指導！
　年に１度の特定健診、受けていますか？日本人

の死因の約６割は生活習慣病で、その半分はメタ

ボリックシンドローム関連の病気です。自分自身

の健康を守る為に、今まで健診を受ける機会がな

かったかたも、平成 23 年度はぜひ特定健診を受

け、結果を活用しましょう。

※受診には受診券が必要です。

特定健診・特定保健指導のメリット！
★メタボリックシンドロームを早期発見します。

★前回受けた健診により、生活改善に取り組み、

より健康を手に入れた人たちがいます。

★医療費の抑制にもつながります。

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1111［内線 1108］
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

長島町食生活改善推進員（愛称 : ヘルスメイト）
養成講座受講生募集

▼対象者
　・町内在住で、食生活や地域の健康づくり活
　　動に関心のある 65 歳未満のかた
　・受講後「食生活改善推進員」として、ボラ
　　ンティア活動のできるかた
▼講座
　９月～１月（月２回開講で 10 回コース）

▼内容
　健康や栄養に関する講義、調理実習・運動な
ど（自分自身や家族の食生活の問題を把握し、
その改善方法を一緒に考えながら基礎知識を楽
しく学びます）
▼会場＝長島町保健福祉センター
▼募集期限＝８月 26 日（金）

　　　　　◎問い合わせ先
　　　　　　役場保健衛生課保健係
　　　　　　☎（86）1111［内線 1105］

～～～「食」を通じて地域の健康づくり活動を行います～～～

子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
再
開
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ

り
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
安
定
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
7
月
20
日
か
ら
順

次
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ
り

実
施
で
き
な
か
っ
た
現
在
高
校
２

年
生
（
17
歳
相
当
）
の
女
子
に
つ

い
て
も
接
種
で
き
ま
す
の
で
希
望

を
さ
れ
る
か
た
は
、
保
健
衛
生
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
、
Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希

望
を
さ
れ
る
か
た
は
、
保
健
衛
生

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ワクチンの種類

子宮頸がんワクチン
中学１年生（13 歳相当）から

高校２年生（17 歳相当）までの女子

小児用肺炎球菌ワクチン ０歳から４歳

Hib ワクチン ０歳から４歳

接種期間 平成 24 年３月 31 日（土）まで

接種方法

◆接種を希望されるかたは、保健衛生課へご連絡ください。

◆この予防接種は、接種対象者の保護者の希望により接種を受けるもの

です。（法律上の義務ではありません。）

接種できる

医療機関

◆出水地区内の医療機関であれば、ほとんどの医療機関で実施できます。

◆上記以外の医療機関を希望する場合は保健衛生課へご連絡ください。

問い合わせ先 役場保健衛生課環境衛生係　☎（86）1111［内線 1107］
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夜
間
一
次
救
急
医
療
が
変
り
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
、
出
水
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
と
阿
久
根
市
民
病
院

の
診
療
体
制
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

　

理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
時

間
外
の
診
療
体
制
は
、
主
と
し
て

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
阿
久

根
市
民
病
院
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
医
師
不

足
が
深
刻
に
な
り
今
の
ま
ま
の
診

療
体
制
を
続
け
る
と
、
重
症
の
か

た
や
高
度
医
療
が
必
要
な
か
た
へ

の
医
療
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

特
に
夜
間
診
療
が
両
病
院
の
勤

務
医
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
た

め
、
そ
の
対
策
と
し
て
夜
間
一
次

救
急
診
療
所
を
野
田
診
療
所
内
に

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

野
田
診
療
所
内
に

夜
間
一
次
救
急
診
療
所 

を
オ
ー
プ
ン

必 ず、 夜 間 一 次 救 急 診 療 所（☎ 84-2023）
に電話をかけ、状況をお知らせください。

⇩
★診療を受けたいときは・・・

▼開  設  日　８月１日（月）

▼所  在  地　出水市野田町上名 6103 番地（野田診療所内）

▼診  療  日　毎日（年中無休）

▼診療時間　午後７時～午後 11 時

　　　　　　（電話受付時間は午後６時 30 分から午後 10 時 30 分まで）

　　　　　　※医師の都合により、診療開始が遅れることもあります。

▼診療科目　内科・小児科

▼受診上の注意

　★夜間一次救急診療所は、内科・小児科の夜間急病のための診療所で

　す。日中より症状のあるかたは、通常の診療時間内に、かかりつけ医

　などで受診してください。昼間の医療機関での診療と異なり、治療は

　応急処置に限られ、薬の処方も原則１日分となります。

　★受診するときは、健康保険証、受診料金などをご持参ください。ま

　た受給者資格証をお持ちのかたは、必ず健康保険証と一緒に窓口に提

　出してください。

　

◎問い合わせ先　夜間一次救急診療所（野田診療所内）

　　　　　　　　☎（84）2023

　

こ
の
夜
間
一
次
診
療
所
と
は

「
夜
間
具
合
が
悪
く
な
っ
た
が
救

急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
」
と

い
う
よ
う
な
か
た
の
診
察
を
行
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
電
話
で
連
絡
を
い
た
だ

き
、
診
察
が
必
要
な
場
合
は
夜
間

一
次
救
急
診
療
所
で
受
診
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
医
師
が
診
療

し
、
診
察
の
結
果
、
詳
し
い
検
査

や
入
院
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や

阿
久
根
市
民
病
院
な
ど
へ
紹
介
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
の
医
療
機
関
の
夜

間
診
療
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

8Nagashima town Public Relations



自己ベストに挑む

　7 月 26 日、町内の小学生が参加して第 6 回長島町小学校水泳記録大会が町民プールで
開催されました。

　この記録会には、５・６年生が参加し、自由形や平泳ぎ、背泳ぎ、200 メートルリレー

などで、これまでの練習の成果を発揮しました。児童たちは真夏の炎天下のもと精一杯の

泳ぎを見せ、友達や家族らからたくさんの拍手を受けていました。

男　子

山﨑　瞳哉（城川内小）

立原　幸汰（城川内小）

大迫晟一郎（平尾小）

白浜　那央（平尾小）

藤川　雄大（平尾小）

中田　　零（鷹巣小）

大西　盛示（城川内小）

藤川　雄大（平尾小）

瀬戸口　創（平尾小）

福山　翔太（汐見小）

立野　修也（川床小）

川床小Ａ

（笠作・立野・濵口・山下）

本浦小

（原田・山下・大野・中元）

5 年
25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

50 ｍ平泳ぎ

6 年
25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

100 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

50 ｍ平泳ぎ

100 ｍ平泳ぎ

50 ｍ背泳ぎ

5・6 年
200 ｍリレー

　

200 ｍリレー

19 秒 58

43 秒 14

28 秒 30

54 秒 80

20 秒 61

39 秒 64

１分 39 秒 18

25 秒 72

49 秒 50

１分 48 秒 78

54 秒 61

３分 08 秒 40

３分 38秒 84

濵田実有季（城川内小）

濵﨑　朱里（城川内小）

藤川美由紀（平尾小）

野村　紗希（川床小）

島崎　遥香（城川内小）

竹山　桃加（城川内小）

竹山　桃加（城川内小）

篠原萌々子（城川内小）

濵元　結華（平尾小）

塚田　亜美（城川内小）

山口　詩織（城川内小）

城川内小 A

（山口・濵﨑・塚田・竹山）

5 年
25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

50 ｍ平泳ぎ

6 年
25 ｍ自由形

50 ｍ自由形

100 ｍ自由形

25 ｍ平泳ぎ

50 ｍ平泳ぎ

100 ｍ平泳ぎ

5・6 年
50 ｍ背泳ぎ

200 ｍリレー

22 秒 71

43 秒 03

28 秒 73

59 秒 73

21 秒 56

43 秒 33

１分 34 秒 48

29 秒 63

59 秒 79

２分 06 秒 56

57 秒 92

３分 03 秒 52

女　子

５・６年男女混合

第 6 回長島町小学校水泳記録大会

9 広 報 な が し ま



７
月

１
日　
　
　
　

阿
久
根
地
区
消
防
議
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　
　

東
町
漁
協
後
継
者
激
励
会
、
青
壮
年
部
総
会           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
東
町
漁
協
）

　
　
　
　
　
　

川
床
ふ
れ
あ
い
広
場
指
定
管
理
協
定
締
結
式                 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
長
島
町
役
場
）

３
日　
　
　
　

長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
杉
ノ
段
）

４
日　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

町
有
施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

 

バ
レ
イ
シ
ョ
販
売
反
省
会
、
対
策
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        （
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

５
日　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

６
日　
　
　
　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
運
営
委
員
会（
鹿
児
島
市
）

７
日　
　
　
　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
政
連
総
会（
出
水
市
）

　
　
　
　
　
　

花
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
太
陽
の
里
）

８
日　
　
　
　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
総
会（
出
水
市
）

　
　
　
　
　
　

出
水
法
律
事
務
所
開
所
式
（
出
水
市
）

10
日　
　
　
　

 

三
地
区
親
善
体
育
大
会
（
長
島
町
）

11
日　
　
　
　

 

旧
長
島
高
校
跡
地
活
用
協
議（
長
島
町
役
場
）

12
日　
　
　
　

九
州
農
政
局
へ
要
望
活
動
（
熊
本
市
）

13
～
14
日 　

   

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
（
宮
崎
県
）

15
日　
　
　
　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（
出
水
市
）

19
日　
　
　
　

国
保
連
合
会
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

20
日　
　
　

   

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会   

　
　
　
　
　
　

要
望
（
福
岡
県
）

　
　
　
　
　
　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
（
福
岡
県
）

21
日　
　
　
　

子
宝
支
給
（
長
島
町
役
場
） 

　
　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　
　

学
校
統
廃
合
説
明
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

国
保
連
合
会
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

市
町
村
総
合
事
務
組
合
臨
時
議
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

出
水
地
区
医
療
問
題
協
議
会
（
阿
久
根
市
）

25
日　
　
　
　

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会
（
太
陽
の
里
）

　
　
　
　
　
　

福
祉
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

26
日　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
会
議
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

町
長
相
談
（
口
之
福
浦
）

27
日　
　
　
　

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
施
設
建
設
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

28
日　
　
　
　

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

国
交
省
鹿
児
島
国
道
事
務
所
長
来
庁（
指
江
庁
舎
）

28
～
30
日　
　

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
会
議
常
任

　
　
　
　
　
　

理
事
会
（
東
京
都
）

30
～
31
日　

   

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ュ
バ
ル（
あ
づ
ま
海
水
浴
場
）

　7 月 28 日、長島町文化ホールで「第１回な

がしまを考える女性会議」が開かれました。

　この日は、町内の代表女性 36 人が集まり、

地域づくりプランナー・男女共同参画政策アド

バイザーの、たもつゆかり氏の講演の後、6 つ

のグループに分かれ、女性の視点でテーマ（議

題）を抽出し、協議しました。

　各グループから、子育てや高齢者などの介護

問題、ごみ分別、共生・協働について、女性な

らではの視点でいろいろなテーマが取りあげら

れました。今後は各グループごとに話し合いや

協議を経て、10 月に開催される第 2 回目の会

議で、町に対して提言する予定です。

女
性
の
視
点
を
町
政
に

真剣に講演を聴く参加者ら

← ↑ 女 性 の 視 点 で い
ろ い ろ な 意 見 が 出 さ
れたワークショップ

◎問い合わせ先
　役場企画財政課
　☎（86）1111［内線 1256］
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八
朔
の
雪

高
田  

郁  

著

て
ん
ぐ
さ
を
干
し
て
返
し
て
日
の
盛
り　
　

二
階
堂
妙
子

浜
お
も
と
軒
寄
せ
合
ひ
て
漁
夫
の
家　
　
　

山
嵜
加
代
子

島
山
に
御
八
日
踊
り
の
鉦
ひ
び
く　
　
　
　

淵
脇　
　

護

祖
の
積
め
る
石
の
力
学
汗
の
あ
と　
　
　
　

筑
前　

初
市

凱
旋
の
な
で
し
こ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
夏
盛
ん　
　

迫
口　

君
代

炎
天
に
風
車
け
だ
る
き
昼
下
が
り　
　
　
　

関　

佳
代
美

葵
咲
く
薩
摩
言
葉
と
肥
後
訛
り　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

落
日
や
波
間
に
描
く
黄き

ん金
の
道　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

雲う
ん
て
い梯

の
子
ら
夏
雲
を
掴
み
行
く　
　
　
　
　

竹
内　
　

功

　料理ものの時代小説です。時
代小説としては軽く、読みやす
いので初心者のかたにお勧めで
す。巻末の料理レシピも気にな
るところ…。

甲
子
園
だ
け
が
高
校
野
球
で

は
な
い

　
　
　
　
　
　
　

   

岩
崎  

夏
海  

監
修

　たとえ甲子園に行けなくて
も、一生懸命に野球をがんばる
高校生の本当にあった泣ける青
春物語です。

海
近
き
我
家
を
流
れ
て
涼
し
か
り
朝
な
夕
な
に
潮
風
吹
き

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
キ
ク
エ

孫
や
娘
と
憩
ひ
し
部
屋
の
温
か
く
終ひ

ね
も
す日
窓
よ
り
椿
眺
む
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
映
子

出
水
灘
照
ら
す
十い

ざ
よ
い

六
夜
の
月
を
見
る
潮
の
香
満
つ
る
息こ
子

の
庭
に
来
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

曾ひ
ま
ご孫
ふ
た
り
我
の
両
手
に
温
も
り
を
残
し
て
保
育
所
の
門

を
入
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

霧
雨
に
煙
る
海わ

た
な
か中
照
り
映
ゑえ

つ
陽
は
沈
み
ゆ
く
沖
の
彼
方

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

泣
か
ま
ほ
し
逢
ふ
子
の
す
べ
て
が
脱
帽
し
挨
拶
く
る
る
わ

が
島
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

果
て
し
な
き
九
重
高
原
の
牧
場
に
胡
麻
粒
の
ご
と
黒
牛
の

見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

床
に
臥
す
叔
母
を
久
し
く
訪

お
と
な

へ
ば
「
よ
か
日
だ
っ
た
」
と

笑
み
を
浮
か
べ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

風
向
き
に
添
ひ
た
る
如
き
船
の
ゐ
て
鯵
を
釣
る
ら
し
暑
き

日
の
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

板
の
間
の
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
し
日
も
は
る
け
く
な
り
て

終ひ
す
が
ら日

の
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

早さ
な
ぼ
い

苗
饗
の
田
の
神
様
に
酒
供
へ
赤
飯
供
へ
て
豊
作
祈
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
ヒ
ロ

観
音
堂
に
肩
寄
せ
合
ひ
て
生
徒
ら
と
空
襲
よ
け
し
日
日
思

い
出
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

夕
日
い
ま
だ
島
の
陰
な
り
牛
深
の
地
平
線
あ
た
り
夕
映
ゑえ

て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子

［
俳
句
］

萎
み
て
は
恋
は
終
り
か
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ　

宗
方　

正
喜

［
短
歌
］

言
っ
た
事
成
す
事
な
の
や
気
持
良
し
事
な
す
な
れ
ば
心
残

ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

黒
の
瀬
戸
流
る
る
海
は
幸
豊
か
大
橋
架
か
り
島
は
栄
え
お

り　
　
　
　
　
　
　

                                

中
仮
屋
辰
子

満
州
の
軍
電
掟さ
だ

む
國
は
消
え
偲
ぶ
歴
史
は
夢
の
亦
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人
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社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施

　

総
務
省
統
計
局
と
鹿
児
島
県
で

は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生
活

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
日
々

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
や
学

業
、
家
事
に
費
や
し
て
い
る
か
た

や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に

つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
果
は
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
な
ど
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

調
査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
調
査
票
に
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
統
計
課
人
口
労
働
統
計
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
８
２

水
俣
病
被
害
者
の
給
付
申
請

　

水
俣
病
被
害
者
の
給
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
給
付
対
象
者

　

水
俣
湾
ま
た
は
そ
の
周
辺
海
域

の
メ
チ
ル
水
銀
で
汚
染
さ
れ
た
魚

な
ど
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
手
足
の

先
の
方
の
感
覚
（
触
覚
・
痛
感
）

が
鈍
い
な
ど
一
定
の
症
状
が
あ
る

か
た
で
申
請
を
さ
れ
、
検
診
・
判

定
の
結
果
、
該
当
す
る
か
た

○
給
付
内
容

　

一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費

（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

○
県
外
給
付
申
請
説
明
会

（
お
盆
休
み
な
ど
で
帰
省
さ
れ
た

か
た
へ
の
ご
案
内
）

・
期
日
お
よ
び
会
場

　

①
８
月
27
日
（
土
）

　
　

愛
知
県
名
古
屋
市

　
　
　
　
　
　
（
安
保
ホ
ー
ル
）

　

②
8
月
28
日
（
日
）

　
　

大
阪
府
大
阪
市

　
　
　
　
（
大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
）

　

③
9
月
4
日
（
日
）

　
　

東
京
都
渋
谷
区

　
　
　
　
（
恵
比
寿
ス
バ
ル
ビ
ル
）

※
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
に
つ
い
て

の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
環
境
林
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
８
４

平
成
23
年
度
「
北
薩
摩
地
産

地
消
推
進
マ
ッ
プ
」（
仮
称
）

掲
載
店
舗
募
集

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局
で

は
、
北
薩
地
域
５
市
町
の
地
産
地

消
推
進
店
な
ど
を
紹
介
し
た
マ
ッ

プ
「
北
薩
摩
地
産
地
消
推
進
マ
ッ

プ
」（
仮
称
）
を
作
成
し
、
地
域

住
民
お
よ
び
県
内
外
の
観
光
客
に

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
５
市
町
に

お
け
る
地
産
地
消
の
推
進
拡
大
を

図
る
た
め
掲
載
店
舗
を
募
集
し
ま

す
。

○
掲
載
条
件

・「
か
ご
し
ま
地
産
地
消
推
進
店
」

の
登
録
店
（
登
録
申
請
手
続
き
は

不
要
）。

・
未
登
録
店
舗
は
、
平
成
23
年
9

月
ま
で
に
登
録
申
請
が
必
要
で
す

（
登
録
申
請
方
法
は
、
鹿
児
島
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
）。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
総
務
課

　

☎
０
９
９
６
（
２
５
）
５
５
０
２

健
康
フ
ェ
ス
タ
「
遊
ん
で
、

学
ん
で
、
健
康
に
な
ろ
う
！
」

　

出
水
郡
医
師
会
立
阿
久
根
市
民

病
院
で
は
、
健
康
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

８
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
会
場

　

阿
久
根
市
民
病
院
内
、
玄
関
前
、

看
護
学
校
内
（
雨
天
決
行
、
台
風

時
中
止
）

○
対
象
者

　

地
域
住
民
、
医
療
従
事
者
、
就

職
希
望
学
生

○
フ
ェ
ス
タ
内
容

　

検
診
（
血
液
検
査
、
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

腰
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
腹
部
エ
コ
ー
、
血
管

エ
コ
ー
）（
人
数
限
定
）、
展
示
コ

ー
ナ
ー
（
小
学
生
絵
画
展
示
な

ど
）、測
定
コ
ー
ナ
ー
（
血
圧
測
定
、

肺
活
量
、
骨
密
度
な
ど
）、
チ
ャ

リ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
農
水
産
物
販
売
・
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
夏
休
み
宿
題
コ
ー
ナ

ー◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
市
民
病
院

　

健
康
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

☎
（
73
）
１
３
３
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
公
開
講
座

　

出
水
郡
医
師
会
で
は
、
予
防
可

能
な
子
宮
頸
が
ん
の
疾
患
意
識
の

向
上
と
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い

情
報
提
供
の
た
め
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

８
月
20
日
（
土
）

　

午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

○
会
場

　

出
水
市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
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○
講
演
内
容

　

子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

社
団
法
人
出
水
郡
医
師
会

　

☎
（
63
）
０
６
４
６

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
開
始 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
は
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
24
時
間
い
つ
で
も
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
よ
り
最
新
の
年
金
記
録

が
確
認
で
き
ま
す
。

・
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
期

間
や
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
期

間
の
標
準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動

な
ど
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
記

録
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
、

「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
発
見
が

容
易
に
な
り
ま
す
。

・
画
面
の
指
示
に
従
っ
て
「
私
の

履
歴
整
理
表
」
が
ご
自
宅
で
簡
単

に
作
成
で
き
、
年
金
記
録
の
確
認

が
容
易
に
な
り
ま
す
。

・「
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
働

き
続
け
た
場
合
の
年
金
は
」
と
言

っ
た
知
り
た
い
情
報
な
ど
将
来
の

年
金
額
が
試
算
で
き
ま
す
（
平
成

23
年
秋
以
降
）。

※
詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

　

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０(

０
５
８)

５
５
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
電
話

　

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
す

  

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和
問

題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
、
こ

の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に

よ
る
ス
ポ
ッ
ト
放
送
や
新
聞
広
告
、

「
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま

す
。

  

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ

の
虐
待
、
女
性
・
障
害
者
な
ど
に

関
す
る
人
権
問
題
が
、
依
然
と
し

て
存
在
し
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、

原
発
事
故
の
あ
っ
た
福
島
県
か
ら

の
避
難
者
が
差
別
さ
れ
る
事
案
の

報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

  

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見

や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ

ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

鹿
児
島
県
立
出
水
養
護
学
校

体
験
学
習
案
内

　

鹿
児
島
県
立
出
水
養
護
学
校
で
は
、	

障
害
の
あ
る
幼
児
お
よ
び
児
童
生
徒

と
そ
の
保
護
者
な
ら
び
に
教
育
関
係

者
な
ど
に
対
し
て
、
教
育
内
容
や
指

導
方
法
な
ど
を
広
く
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
適
切
か

つ
円
滑
な
就
学
を
一
層
推
進
す
る
た

め
に
体
験
学
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
体
験
学
習
の
日
時

　

10
月
12
日
（
水
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
０
時
10
分

　
（
教
育
相
談
を
受
け
る
か
た
は
午

後
2
時
30
分
終
了
）

○
体
験
学
習
の
対
象
者

・
平
成
24
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者

・
現
在
小
学
校
６
年
、
中
学
校
３
年

に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
と
そ
の

保
護
者

・
教
育
関
係
者
な
ど

　
（
上
記
以
外
で
の
未
就
学
児
、
小

学
校
１
年
～
５
年
、
中
学
校
１
年
、

２
年
の
か
た
は
、
本
校
が
随
時
実
施

し
て
い
る
教
育
相
談
で
個
別
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ

い
。）

○
受
付
期
間

　

９
月
１
日(

木)

～
９
日
（
金
）

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
下
記
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
用
紙
が
不
足
す

る
場
合
に
は
、
お
手
数
で
す
が
必
要

数
を
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

○
準
備
な
ど
に
つ
い
て

・
全
員
上
履
き
を
持
参
の
上
、
体
育

服
、
ジ
ャ
ー
ジ
で
の
登
校
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
体
験
学
習
生
、
保
護
者
と
も
に
給

食
は
あ
り
ま
せ
ん
（
給
食
の
様
子
の

参
観
の
み
）。
午
後
も
参
加
さ
れ
る

か
た
は
、
弁
当
持
参
か
、
弁
当
注
文

と
な
り
ま
す
。
弁
当
を
注
文
さ
れ
る

か
た
は
、
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
数

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
当
日
の
注

文
は
受
け
ま
せ
ん
）。
な
お
、
弁
当

代
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
出
水
養
護
学
校

　

体
験
学
習
係　

　

☎
（
63
）
３
４
０
０
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祉の現場でふれあい活動福 獅子島中学校が職場体験学習

い間、ご苦労様でした
指江学校給食センター閉鎖

急の際迅速に対応緊 立石自衛消防隊に作業車配備

　７月 12 日、獅子島中学校（祖母仁田政明校長）
１・２年生 12 人が、特別養護老人ホーム桃源郷
で職場体験学習を行いました。この目的は、福祉・
ボランティア学習で学んだことを通して、自分に
できることを考え、今後の進路選択に生かす機会
となればと実施しました。体験学習の最後にはデ
イサービスの通所者らと風船バレーで交流し、生
徒たちと高齢者は楽しく過ごしました。隣で応援
していた宮之原スエさんは「一緒にいると元気が
でます。たくさん笑いお腹いっぱいなりました」
と話している間も笑顔が絶えませんでした。

　長島町立指江学校給食センターが、平成
23 年９月から鷹巣学校給食センターに統合
されることになり、７月 19 日、指江の給食
センターでは最後の学校給食の提供となりま
した。同センターは、平成８年４月から 15
年４カ月間、２つの中学校と４つの小学校に
給食を提供し続けてきました。すべての作業
が終了したこの日の午後、サプライズで長島
中学校の生徒、川原凌一くん、飯尾翔磨くん、
大西里美さんが花束を持って駆けつけ「今ま
でおいしい給食をありがとうございました」
とお礼を言いました。管理者の田中勝義さん
は「今日が最後かと思えば大変さみしくなり
ますが、９月からは鷹巣の給食センターから
栄養満点でおいしい給食を届けます」と話し
てくれました。

　６月 24 日、獅子島幣串集落立石自衛消防隊に、
火事や災害の際役立ててもらおうと、作業車が幣
串自治公民館（池田卓男館長）に引き渡されまし
た。この立石自衛消防隊があるこの地区は、長島
町消防団獅子島分団幣串班から約１km離れたと
ころに集落があり、火事や災害などが発生した際、
小型動力ポンプや消防資器材を私有車で運搬して
いました。池田卓男館長は「今後は、何かあった
際すぐ対応できるようになり安心しました。大事
に使わせていただきます」とお礼のあいさつを述
べました。

指江学校給食センターの職員に花束をプレゼント↑

特別養護老人ホーム桃源郷の職場体験↓

配備された運搬用の軽トラック↑

長
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い夏を乗り切ろう暑 緑のカーテンで節電対策

↑長島町役場指江
庁舎の緑のカーテ
ン

←今年はエコ活動
の一つとして育て
た小田さん宅のニ
ガウリ

　長島町役場指江庁舎では、玄関横の壁
に緑のカーテンのニガウリが大きく育っ
ています。この指江庁舎の取り組みは３
年目を迎え、真夏の強い日光をさえぎ
り、節電対策として大いに役に立ってい
ます。現在実ったニガウリは収穫間近と
なっており、例年このニガウリは庁舎に
来たお客様に要望があれば振る舞われて
います。
　同じく緑のカーテンに魅了されたのは
唐隈集落の小田強さん。底が割れ廃棄さ
れた馬鈴薯コンテナを利用し、６月１日
にニガウリ４本、ヘチマ１本を植えまし
た。現在では屋根まで伸び、たくさんの
実がついています。小田さんは「今年は
５回目の挑戦で特に節電を意識して育て
ました。クーラーを使用する機会が少な
くなり、エコ活動の一つになってます」
と答えてくれました。

域に根ざした見守り
「社会を明るくする運動」伝達・出発式地

　毎年７月は「社会を明るくする運動」強化月間です。
この運動の啓発を図ろうと７月１日、長島町役場で伝
達式と出発式がありました。この日長島町役場応接室
で、川添健町長へ出水保護区長島支部長の豊田直俊さ
んが法務大臣から、同支部保護司の平山昌道さんが県
知事から、社会を明るくする運動の伝達を行いました。
川添健長島町長は「犯罪者の防止や保護にご尽力いた
だき大変感謝しています」とあいさつ。豊田直俊長島
支部長は「更正、保護は自分たち地域の問題と考え、
保護司として地域に根ざした活動展開を図って行きた
い」とお礼を述べました。

↑出水保護区保護司会長島支部のかたがた

然を大事にいつまでも
汐見小学校で全校ボランティア自

　汐見小学校（竹内功校長）は、自分の住む地域
のために役に立とうと全校ボランティアを行いま
した。この日は、小学校前に流れる汐見川のごみ
拾いでボランティア精神を養い、汗を流しました。
児童たちは準備したリヤカーが、梅雨時期の大雨
で上流から流れてきた金物やビニールなどのごみ
でいっぱいになりびっくり。桑畑由希教諭は「ボ
ランティアを通して自分のことだけではなく、回
りを見配れる人になってほしい」と児童の成長を
期待しました。

ひざまで漬かり流れてきたごみを拾う児童たち↓

口
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夏の長島を楽しんで真 町内２つの海水浴場で海開き

理で親子のふれあい
川床小学校で「親子調理教室」

の仕事が誇りです海 海事関係功労者国土交通大臣表彰

　長島町内にある２つの海水浴場で海開きがあり
ました。７月 14 日に小浜海水浴場で、15 日にあ
づま海水浴場で無事故を祈り神事が執り行われま
した。今年も両海水浴場では約 1 万人の来場者が
見込まれ、長島への観光客はもちろんのこと、両
海水浴場には例年大勢の人が訪れます。また、隣
接したキャンプ場では夏の思い出を作ろうと、親
子連れなどで大賑わいとなります。

　７月 31 日、川床小学校（片岡光治良校長）

では、鹿児島県ＬＰガス協会が主催する「親

子調理教室」に参加しました。

　この日は、４年生の 13 家族 41 人が同校

家庭科室に集まり、調理講師の説明とレシピ

をもとに約２時間で韓国風チヂミや鳥の唐揚

げなど計７品目の料理を完成させました。参

加した児童たちは「コンロで焼いたパンはも

ちもちしておいしい」と舌鼓を打ちました。

　なお今回料理教室を行った同校には、最新

のガスレンジが５台、同協会より無償で配布

される予定です。

　平成 23 年「海の日」海事関係功労者国土交通
大臣表彰で、㈱天長フェリー代表取締役の波戸正
和さんが表彰されました。波戸さんは昭和 42 年
から外国航路の船員になり、昭和 50 年から長島
の諸浦港と獅子島片側港、熊本県天草市中田港ま
での定期船の船員を経て、現在は船長としても活
躍されています。波戸さんは「今後も獅子島島民
や航路利用者のため頑張っていきたい」と笑顔で
答えてくれました。

国土交通大臣から表彰された波戸正和さん↑

料

↑わきあいあいとした
中での親子調理教室

小浜海水浴場で執り行われた神事↓

←料理の手ほ
どきを受ける
児童ら
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児島市内からツアー客鹿 獅子島レストランが大人気

↑獅子島レストラ
ンで料理を堪能

←貝の化石が観
察できる海岸線

　長島町では、獅子島への観光客を増や
し、これまで以上に活性化させようと獅
子島の農海山物に目を付け町外にＰＲし
ています。そこで７月９日、17 日、８
月６日には鹿児島交通の「やしの実ツア
ー」が企画され、総勢 110 人余りが大
型バスで訪れ獅子島を満喫しました。
　天長フェリーロザリオで獅子島片側港
に到着後、幣串の「獅子島レストラン」
で獅子島の魚料理を堪能。ツアー客らは

「こんなにたくさん新鮮な刺身が食べれ
てうれしい。ブリやタイのカマ焼きに、
魚のだし汁のソーメンは最高」と口をそ
ろえて話していました。その後一行は島
内を一周し、湯ノ口から立石の間で化石
の観察ができる海岸では下車し、貝の化
石の付いた石を見つけると大喜び。また
熊本県の天草と長崎県雲仙岳を見渡せる
木崎鼻、鹿児島県最北端のダグイ崎が見
える絶景ポイントでは、180 度の大パノ
ラマに車中は大興奮していました。
　なお、今後も獅子島では夏から秋にか
けツアーが計画されています。

町チーム３種目で優勝
第 59回三地区親善体育大会

和への誓いを新たに平 長島町戦没者追悼式

本
　７月 10 日、長島町を会場とする恒例の三地区
親善体育大会が開催されました。この大会は、本
町と阿久根市、天草市牛深町が親交を深めるため
に開催され、今年で 59回目となりました。バレー
や剣道、ソフトボールなどで熱戦が繰り広げら
れ、今大会では、卓球、男子と女子の両ゲートボー
ルの３種目で本町のチームが見事優勝を飾りまし
た。総合順位では本町が第２位、第１位が阿久根
市、第３位が天草市という結果となりました。

　長島町戦没者追悼式が７月 28 日、遺族らが参
列のもと長島町文化ホールでありました。
　戦没者に対し黙祷を捧げた後、遺族を代表して
小浜の濵畑順一さんが「先人は祖国の平和と発展
を願い勇戦奮闘された。尊い命の犠牲があり平和
な日々が送れている」とあいさつ。続いて各種団
体代表者による献花が行われ、二度と悲惨な戦争
が繰り返されることがないように恒久平和への誓
いを新たにしました。

長島町民体育館が会場となったバレーの試合↓

平和を願いしめやかに開かれた追悼式↑
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の

（　）内は前月比

11,566(    -7)
  5,573(    -1)
  5,993(    -6)
  4,406(   +5)

平成 23 年 7 月 31 日現在

　

長
島
の
花
街
道
「
ぐ
る
っ
と
一
周

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
で
は
、
昨
年
の

秋
も
ツ
ワ
ブ
キ
と
ケ
イ
ト
ウ
の
花
で

一
周
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、
今

年
も
『
第
14
回
な
が
し
ま
造
形
美
術

展
』
の
お
客
様
の
案
内
役
と
し
て
、

今
後
ケ
イ
ト
ウ
の
花
を
植
え
る
計
画

で
す
。

　

沿
道
を
良
く
の
ぞ
い
て
見
る
と
、

こ
こ
数
年
ケ
イ
ト
ウ
を
植
え
込
ん
だ

お
か
げ
で
、
落
ち
た
種
か
ら
芽
が
出

て
、
元
気
に
育
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
皆
さ

ん
も
自
宅
周
辺
に
ケ
イ
ト
ウ
を
植
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
年
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
こ
の
時
期
に
植
え
る
と
水

の
管
理
が
大
変
で
す
が
、
秋
ま
で
に

大
き
く
成
長
し
見
事
な
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
ま
す
。

↑満開に咲き誇るケイトウ
（平成 22 年 11 月汐見上り浜で撮影）

◆
夏
の
花
管
理
ポ
イ
ン
ト
◆

　

一
度
咲
い
た
花
が
間
延
び
し
て
次

の
花
が
な
か
な
か
咲
か
な
い
と
き

は
、
花
の
枝
切
り
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
伸
び
た
部
分
を
切
り
戻
し
て
あ

げ
る
と
し
ば
ら
く
し
て
新
芽
が
出
て

花
が
咲
き
始
め
ま
す
。
ま
た
、
株
も

し
っ
か
り
と
し
た
大
き
な
株
と
な

り
、
長
期
間
咲
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

長
年
の
功
績
に
表
彰

　

長
年
水
道
検
針
員
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
か
た
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式
が
７

月
１
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
平
成
23
年

度
検
針
地
区
の
見
直
し
に
伴
い
勇
退
さ

れ
た
、
小
﨑
一
志
さ
ん
（
赤
崎
集
落
）

と
田
淵
百
合
子
さ
ん
（
川
床
上
集
落
）

の
２
人
。
小
﨑
一
志
さ
ん
は
赤
崎
地
区

で
の
40
年
間
、
田
淵
百
合
子
さ
ん
は
川

床
地
区
で
33
年
間
、
簡
易
水
道
事
業
開

始
と
共
に
水
道
検
針
業
務
と
水
道
料
金

徴
収
業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
、
本
町
の
簡

易
水
道
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

↑表彰された小﨑一志さん（左）、 田淵
　百合子さん（右）と川添健町長
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▽
自
分
が
住
む
汐
見
の
潟
集
落
に

あ
る
若
宮
神
社
で
、
８
月
８
日
の

御
八
日
踊
り
の
前
夜
祭
（
六
月

灯
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
自
分
の

子
ど
も
の
こ
ろ
を
振
り
返
る
と
、

会
場
に
は
出
店
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
人
が
ご
っ
た
返
し
た
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨

年
か
ら
あ
の
こ
ろ
の
よ
う
な
夏
祭

り
を
や
っ
て
み
よ
う
と
、
今
年
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
汐
見
消
防
分
団
の
メ
ン

バ
ー
で
祭
り
に
賛
同
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
有
志
の
か
た
が
た

か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
は
出
店
の
金
魚
す
く
い
や
的

当
て
な
ど
目
を
生
き
生
き
と
光
ら

せ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
大
人
に

な
っ
て
気
付
い
た
こ
と
。
そ
れ
は

子
ど
も
の
こ
ろ
の
記
憶
は
大
事
な

宝
物
で
、
夢
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
続
く
よ
う
小
さ
な
地

域
お
こ
し
で
し
た
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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長島町防災フォーラム
日時：９月４日（日）
　　　午前 10 時 00 分～
場所：長島町文化ホール

○内容

　◆陸上自衛隊国分駐屯地隊員講話

　（東日本大震災、平成 22 年奄美豪雨、

　新燃岳噴火など災害現場で活動した

　陸上自衛隊員による現場の様子など

　の講話。）

　◆自主防災組織の活動について

　（町内自主防災組織での実際の活動

　を紹介しながら、今後の活動につい

　て質疑応答形式で話し合います。）

○主催　長島町

◎問い合わせ先

　役場総務課消防防災係

　☎（86）1111［内線 1220］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

 ８/２８ ２ ３

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０  10/１

 ８/２９  ８/３０  ８/３１ １

２０１１9
◎三種混合
◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○おかだクリニック 63-7011
○鶴見医院 73-0553
○高尾野医療センター 82-0017
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
◇二宮医院 62-0167
□高尾野会営薬局 64-2110
□会営薬局阿久根店 72-5060

◎三種混合
◎特定・胃がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○楠元内科医院 62-8600
○喜多医院 72-0038
○市川医院 63-3151
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○つばさ歯科 62-8519
◇キッズクリニック 63-7707
□ポポロ薬局 63-4630
□第二緑調剤薬局 63-1177
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□脇本調剤薬局 75-2215
□長島調剤薬局 64-5555

◎特定・胃がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○来仙医院 84-2005
○しみずこども医院 68-0633
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○児島歯科医院 86-1266
◇しみずこども医院 68-0633
□スマイル薬局 84-2430
□フタヤ薬局 67-5253
□すくすく薬局 72-5010
□しおかぜ薬局　88-6011

　　　　　敬老の日

○平尾診療所 88-2595
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○いまむらクリニック 73-1700
○クリニック .なかむら 62-0241
○徳森歯科医院 67-3608
□ふれあい薬局 63-3070
□市民調剤薬局 68-0150

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　秋分の日

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○門松医院 64-6100
○三慶医院 63-2333
○スマイル歯科医院 75-3300
□タカラ調剤薬局 62-8813
□中央薬局 73-2907

○鷹巣診療所 86-0054
○平田整形外科クリニック 62-8801
○山田クリニック 72-0420
○野田診療所 84-2023
○北園歯科医院 64-2151
◇こどもクリニック永松64-1500
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□のぞみ薬局 73-2131
□長島調剤薬局 64-5555

◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月 19日は敬老の日です。
　敬老の日は、「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」　
　ことを趣旨としています。

●９月 23日は秋分の日です。
　秋分の日は、「祖先をうやまい、なくなった人々をしのぶ」ことを趣旨として
　います。


